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史上最高の体育祭へ向けて
御陵中学校体育祭もいよいよ明後日となりました。５月７日の結団式から九日間の練習が終わ

り、いよいよあと一日の練習を残すのみです。練習を見ながら、本当に子ども達はよく頑張って

いるなぁと感心させられます。

４月１６日、１年生から３年生までのすべてのリーダーが出揃い、第１回体育祭リーダー会で

私は話をさせていただきました。

「こんにちは！」と言うと、「こんにちは！！！」と大きい声で返してくれました。もっと大

きな声が出るかな？と思い、再度「こんにちは！」というと「こんにちは！！！！！」とさらに

大きな声で返ってきました。「今年は、第３７回の体育祭だけど、何番目に素晴らしい体育祭を

目指しますか？」と尋ねるとあるブロック長は「１番です！」と笑顔で言ってくれました。「と

いうことは、史上最高ということ？」と聞くと、多くの子ども達がうなずいていました。そして、

以前、私が出会ったあるリーダーの話をしました。子ども達は、目をキラキラと輝かせ、以下の

内容の話を聞いてくれました。

彼は、何より日常生活を頑張っていました。誰よりも挨拶をし、誰よりも授業に集中し、誰よ

りも掃除を頑張りました。誰にでも優しく他の人の仕事まで手伝うなど、気配りも忘れませんで

した。体育祭練習では、誰よりも走り、誰よりも声を出し、的確な指示を出しながら取り組みま

した。きっと相当疲れているはずなのにいやな顔ひとつせず、弱音を吐かず本番まで全力でリー

ダーとして活躍しました。そして、当日･･･精一杯頑張った彼のブロックは、総合順位では最下

位でした。ブロック解団式のとき、多くの生徒が下を向いて泣いている中、彼は最後にブロック

の仲間にこう語りかけました。

「みなさん、顔を上げてください。あの得点ボードを見てください。あの点数には、全員の頑

張りが詰まっています。１番だろうが、最下位だろうが、みんなが一生懸命頑張ってくれたから、

その結果の点数が入っているのです。最下位でも点数は入っています。確かに優勝はできません

でした。でも、みんながいてくれたおかげであの点数になったのです。だから、みなさんは、こ

こにいるだけで価値があるのです。みなさんと頑張れたことを僕は誇りに思います。だから、胸

を張ってください。顔を上げてください。みなさんと共に過ごした時間は、僕の『宝物』になり

ました。こんなリーダーについてきてくれて本当にありがとうございました！」深々と頭を下げ

る彼に割れんばかりの拍手が送られたのは言うまでもありません。そのあと、「先生からお願い

します」と言われましたが、私はもう言う言葉が見つかりませんでした。私は彼に、そしてそこ

にいた子ども達にただ「素敵な思いをさせてくれてありがとう。君たちは本当に素晴らしい！」

とだけ伝えました。

ここ数日の練習を見ていると、リーダー達のこんな様子を見ることができました。

号令のかけ方がわからない１年生に優しく丁寧に教える３年生のリーダー、ブロック演技の練

習が終わると、「みんなありがとう。疲れたろ？水分とってね。頑張ったね！」とみんなを気遣

う言葉、褒める言葉をちゃんと伝えているブロック長･･･なんだか、心があたたかくなります。

リーダー達の成長ぶりも素晴らしいのですが、それに全力で応えようとするすべての子ども達。

子どもの成長、子どもの感性、子どもの可能性・・・本当に無限大だと思います。御陵中の子ど

も達は本当に素晴らしいと心から感じることができます。そして、炎天下、それをしっかりと支

え励まし導く先生方･･･子ども達の目指す「史上最高の体育祭」そして「み

んながよかったと笑顔で終われる体育祭」に確実に近づいています。当日が

本当に楽しみです。

保護者の皆様、地域の皆様、多くの方々に、５月１９日（日）の御陵中学

校第３７回体育祭にお越しいただき、素晴らしい子ども達の輝く姿をご覧に

になっていただきたいと心から願っています。


